
福岡エリア 

株式会社 先端医療開発 【医薬・医療】 

●本社 福岡県福岡市博多区下川端町 2-1 博多座・西銀再開発ビル 9 階 

●おきなわ研究所 沖縄県うるま市州崎 5-8 沖縄ライフサイエンス研究センター 

 

成分封入ナノ粒子で 
世界を変える 
事業概要 

当社は、独自の技術で様々な機能性成分封入ナノ粒子を開

発しており、医薬品を基軸に機能性素材、健康食品など様々

な分野へ展開しています。当社の従来の反応釜を使用する製

法と違い、高品質なナノ粒子を安定して連続生産（大量生産） 
する事が可能です。素材を単にナノサイズに刻むのではなく、

成分をナノサイズのカプセルに封入し、機能性を格段に向上 
させます。 
製品・サービス内容 

■革新的ナノ医療の実用化 

様々な理由（強い副作用、効果不十分等）で開発を断念した

化合物、特許切れの医薬品等をナノ粒子に封入して高効果・低

副作用の新しい製剤としてよみがえらせることができます（ド

ラッグ・リポジショニング）。 
九州大学、琉球大学をはじめ様々な大学と共同研究を進め

ておりパイプラインは心血管病、糖尿病、がん疾患、感染症

など多様です。 
①スタチン封入ナノ粒子製剤（九州大学） 

対象疾患：重症虚血性疾患（閉塞性動脈硬化症による重症虚 

血肢、重症狭心症・心筋梗塞、脳梗塞など） 

②シクロスポリン複合剤封入ナノ粒子製剤（九州大学） 
対象疾患：急性心筋梗塞、脳梗塞など 

③γ−オリザノール封入ナノ粒子製剤（琉球大学） 

対象疾患：肥満、インスリン抵抗性、糖尿病、脂質異常症 

④2DG封入ナノ粒子製剤（川崎医科大学） 

対象疾患：固形がん 

 

 

 

 

 

 

■世界初！食べられる封入ナノ粒子「Sentan Foodicle」™ 

 世界で初めて、食品添加物のみを用いた食べられる封入ナ

ノ粒子「Sentan Foodicle」の開発に成功し、特許を出願い

たしました（PCT/JP2017/30493）。「Foodicle」は「food（食

べ物）」と「particle（粒子）」を合わせた造語です。発がん

性の恐れがあるといわれている亜硝酸ナトリウムを一切使

用しない発色剤代替着色素材として、安心・安全のベニコウ

ジ色素フーディクルを開発致しました。 

明太子、ハム・ソーセージなど幅広い展開が見込まれ食品メ

ーカー様からも多数のお問い合わせを頂いております。 

■ゲノム解析事業 

平成29年4月、一般社団沖縄綜合科学研究所が実施して

きたゲノム解析事業（設備・技術・人材）を沖縄県の承諾を

得て承継いたしました。具体的には、次世代シーケンサー設備

一式（パックバイオ、イルミナetc）、十分整備された高精度

遺伝子解析技術システム、および専門技術者を確保し、世界

中からのゲノム解析の受託をこれまでと同様に継続して行

います。 
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【事業概要】 

【製品・サービス内容】 

「成分封入ナノ粒子」創薬事業を基軸として様々な分野へ応用 

世界で初めて安心・安全の「食べられるナノ粒子」を開発 


